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研究成果の概要（和文）：　心理学を初めとして, 科学的なアプローチを重視してきた様々な学問分野で近年注目を集
めるようになってきた研究の1つに, 質的研究がある.しかし現状では, 質的研究の評価にとって重要な知見収集の程度
については主観的判断に依存している. そこで本研究では, 任意の質的研究法の観点収集の最中に知見数と飽和感を表
す知見の捕獲率を推定する方法を提案した. 分析には（株) 日経BPコンサルティングが発表しているブランドジャパン
の提供による, 2つの企業に対する2006年から2010年までの自由記述の印象調査の回答を用い, 多くの知見数が集まる
までに必要な精読量を明らかにした. 

研究成果の概要（英文）：  Including psychology, qualitative research is having taken notice from many fiel
ds of academic studies. However, as it stands now,  the degree of collecting knowledges depends on subject
ive decision. So in this study, we will present a method which continues to estimate the number of knowled
ge and the capture average which indicates feeling of saturation. For analysis, we used two company's free
 discretions provided by Brand Japan, which is a survey result of reputation released by Nikkei consulting
 corporation from 2006 to 2010.

研究分野：

科研費の分科・細目：

社会科学

キーワード： 共分散構造　ＭＣＭＣ　因子分析　検定力分析

心理学・教育心理学



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

 
１．研究開始当初の背景 
 
 相関係数・分散分析・因子分析・回帰分析、
そして近年では共分散構造分析など、統計解
析は心理学研究の方法論において中心的役
割を担っている。大学教育における心理学の
カリキュラムにおいても、統計的方法を中心
とする心理学研究法は必修とされることが
多い。心理学の研究テーマは不安定な構成概
念を扱わなくてはならないことがほとんど
であり、様々な要因の影響を考慮するために
統計的アプローチが有効だからである。しか
し、統計的アプローチは、当然のことではあ
るが、心理学研究が必要とする全ての要求を
満たすものではない。欠点は大別して２つあ
る。 
統計解析の第１の欠点として指摘できるの
は、個人内面の心的世界の深い記述が苦手で
ある点である。統計解析は、多数の被験者か
らデータを集め集団の特徴を記述するのに
長けてはいるが、ひとりの被験者からは薄っ
ぺらな情報しか引き出せないし、小集団の成
員の関係を深く記述することが苦手である
とされる。 
近年、心理学の研究分野では、質的アプロ

ーチの重要性が再認識されて来ているが、質
的アプローチの台頭の一つのモチベーショ
ンとして、統計的方法の限界がある。 
第２の欠点は習得の難しさである。文科系

学部に置かれることの多い心理学カリキュ
ラムの中で、統計解析は多くの学生が苦手と
する教科である。数式や計算機や実験や調査
は、そもそも文科系学部の学生のメンタリテ
ィに合わない。自分の心を見つめ、他人の心
を理解しようという動機で入学してくる学
生にとって、統計学の勉強は直接的ではなく、
学習のモチベーションを維持しにくいので
ある。しかし学部教育における学習内容は、
卒業後の社会人としての素養としての意味
も重要であり、情報化された今日的社会にお
いて統計学的素養を身に着けることは重要
である。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は上述の２つの欠点を克服し、
心理学における統計解析の新しい役割・意味
を提案し、その教授法を開発することである。 
 
３．研究の方法 
 
基本的な方針としては、学習者自身のデー

タを、様々な観点から学習者自身が収集し、
それを教材として統計学を学習するという
ことである。もともと心に興味があって心理
学コースに入学した学生は、自分の心理デー
タに関しては興味を持ちやすいし、進んで解
釈をするだろうし、逆にそのことが統計手法
に対する深い理解を促すことが期待される。 

 
４．研究成果 
 
上述の方針の元、23 件のオリジナルの研究を
行ったが、互いに独立した研究であるために
要約することが困難である。研究の詳細は第
5 章の文献リストのオリジナルソースを参照
されたい。ここでは最近の 5つの研究を例示
する。 
 
4.1.  カテゴリ化を伴う様々な質的研究法
における観点の飽和感の指標としての捕獲
率の提案 
 
心理学を初めとして, 科学的なアプローチ
を重視してきた様々な学問分野で近年注目
を集めるようになってきた研究の1つに, 質
的研究がある.  
質的研究では一般的に, その後の理論を構
築するためにカテゴリ化を伴う知見を収集
する.  
しかし現状では, 質的研究の評価にとって
重要な知見収集の程度については主観的判
断に依存している.  
そこで本研究では, 任意の質的研究法の観
点収集の最中に知見数と飽和感を表す知見
の捕獲率を推定する方法を提案した.  
分析には（株) 日経 BP コンサルティングが
発表しているブランドジャパンの提供によ
る, 2 つの企業に対する 2006 年から 2010 年
までの自由記述の印象調査の回答を用い, 
多くの知見数が集まるまでに必要な精読量
を明らかにした.  
その結果, それぞれの精読に当てる全時間
の 20¥%, 10 ¥%の精読量で, 全ての知見の
80¥%が収集できていることが示された. 
 
4.2. 多特性多方法行列に対する確認的因
子分析モデルにおいて信頼性および妥当性
の解釈を一通りに定める方法 
 
多特性多方法行列を扱う確認的因子分析モ
デルにおいて，CT-CM モデルは信頼性と収束
的・弁別的妥当性の解釈が一通りに定まると
いうメリットがあるが，識別されない場合が
多い。一方で，CT-C (M－1) モデル（Eid, 
2000）は，識別は保証されるものの，基準と
なる方法の選択に依存して，同一データに対
して信頼性と妥当性の解釈が変わってしま
うという欠点がある。そこで本論文では，
CT-CM モデルを基に，方法因子の因子得点の
和が 0 という制約（Kenny & Kashy, 1992）
を導入することで，基準となる方法を決める
必要がなく，信頼性や妥当性の解釈が一通り
に定まるモデルを提案する。主要文献より引
用した 12 の相関行列に 3 種類のモデルを適
用した結果と，シミュレーション研究の結果
から，提案モデルは信頼性と妥当性に関する
解釈が一通りに定まり，識別の可能性も高く，
有望なモデルであることが示唆された。 



 
4.3.  項目特性図における情報量規準を用
いた群数の選択法 
 
 テストを構成している項目の性質を調べ
る際の有用な方法の一つとして項目特性図
がある。項目特性図は設問項目における受験
者の正答率を用いて，当該項目がどのような
性質，特性を有していたのかを分析するため
の道具である。項目特性図作成の際に，分析
者は受験者を任意の数の群に分ける作業が
必要となる。経験的に 5 群に分割されること
が多いものの，群数を決定するための明確な
基準，根拠は知られていない。 
群への分割数の選択について，統計的な基

準や根拠を与えることができれば，項目特性
図を用いて項目の性質を調べる上で便利で
ある。本論文では項目特性図における情報量
規準を用いた群数の選択法を論じる。シミュ
レーションを行い，与えられた真の群数を正
しく当てることが可能であることを示し，実
データへの適用例を通じて提案手法が妥当
な群数を推奨可能であることを示した。 
 
4.4.  評価基準の重要度評定と学生による
授業の一対比較評定を統合する授業評価モ
デルの提案—学生による評価と教員による評
価の比較・検討—  
 
 学生による授業評価は, ここ十数年の間
に急速に普及し, 現在ではほとんどの大学
で実施されている。しかし, 学生の評価は信
用できないといった否定的な見解もあり, 
学生だけでなく教員の意見も考慮して, 多
角的な視点で授業の評価を捉える必要があ
る。また, 授業評価場面で一般的に利用され
る評定尺度法は, 教員個人内の比較を行う
際には有益であるが, 個人間の比較には適
さない。これは, 授業ごとに評価者（学生）
が異なり, 評価者（学生）の評価の厳しさの
差の影響を統制することができないためで
ある。 
 本論文では, 豊田・米村・齋藤（2004）の
GAS（Group AHP by SEM）を拡張し, 学生間
で評価する授業が同一でない状況に適用で
き, 学生の評価の厳しさの差の影響を取り
除いた上で授業間の相対的な比較が可能な
授業評価モデルを提案した。そして, 学生と
教員間で重要視される評価基準の違いを考
慮した授業の総合評価を算出した。授業評価
調査を実施し, 提案モデルを適用した結果, 
学生と教員間では重要視する評価基準が異
なることが示された一方で, 評価基準の重
要度を利用して算出される両者の総合評価
間の相関は高い値となった。なお, 母数の推
定には, MCMC法によるベイズ推定を利用した。 
 
4.5.  因子分析における独自因子構造解析 
 
 因子分析においてモデルの改良を行う場

合，因子数や因子パタンを変更することがよ
くある。しかしこれらのアプローチは，研究
当初の構成概念の意味を変更，あるいは歪曲
してしまうという問題点がある。また構造方
程式モデリングの観点から独自因子に相関
を仮定して対処することも可能であるが，ど
の因子間に相関を仮定すべきかの基準は曖
昧である。 
そこで本研究では，グラフィカルモデリン

グの共分散選択を利用して，研究当初に仮定
した構成概念の意味を変更・歪曲せず，かつ
データからの明確な理由でモデルを改良す
るための独自因子構造解析という探索的ア
プローチを提案する。本研究ではこの独自因
子構造解析の有効性を示すために，3 つの適
用例を示す。 
1 つ目の例では統計自己効力感の尺度開発

を行うという状況の下で本手法を適用し，質
問項目の吟味を行った。2 つ目の例では 6 科
目の成績データに本手法を適用し，想定した
因子の妥当性の検討を行った。3 つ目の例で
は2因子の確認的因子分析モデルに対してモ
デルの改良を行いたいという状況の下で本
手法を適用し，仮定したモデルの考察を行っ
た。分析の結果，独自因子間の関係性に影響
する主要な要因を明らかにすることができ，
モデルを改良するための指針を得ることが
できた。  
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